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はじめに

　1960年代 に始 まった 「母 と子の二十分間読書」

運動は,当 時鹿児 島県立図書館館長であった児

童文学作家椋鳩十(久 保田彦穂)が 考えた読書

推進の活動である。

　 この 「母 と子の二十分間読書」の方法は,毎

日子 どもが教科書以外の本を二十分程度音読 し,

それを母が聞 くのである。この活動 は戦後の読

書運動の さきがけといわれている。注1)

　 「母 と子の二十分間読書」に関する先行研究

は多数あるが,「 誕生の経緯 について」論 じら

れているのは次の2点 である。

　菅沼利光の 「椋鳩十における読書運動の展開」

(1994年)注2)で は,椋 が 「母 と子 の二十分間読

書」以前に 「農業文庫」 を提唱 し農村部への読

書運動を実践したことを述べている。

　福永義 臣注3)の「『母 と子の20分 間読書」運動

の軌跡一 その出発点 ・流水小学校一」(1995年

9月)は,流 水小学校の読書指導 と椋の 「母 と

子の二十分間読書」活動の実態が述べ られてい

る。

　筆者は,「 母 と子の二十分間読書」運動の誕

生には上記の先行研究で述べ られていることと

共に,鹿 児島県立図書館の配本システム機能を

確立す る過程 と深 く関わっていると考えた。

　次 に,「 母と子 の二十分 間読書」の発想 につ

いて論 じ,こ の運動の出発点の状況を明らかに

したい。

1.椋 の図書館構想

　椋の図書館構想は,図 書館サービスの発想 と

貸出文庫の編成が骨子であると考え以下そのこ

とについて述べていく。

(1)図 書館サービスの発想

　椋が鹿児島県立図書館の館長に就任 したのは

1947(昭 和22)年11月 であった。戦後す ぐの焼

け野原の地で文化県を目指 した重成格知事の依

頼で,椋 は以下のような図書館運営 を展開して

い くのである。注4)椋は図書館を住民の身近なも

の とし,貸 出文庫などを設置 して図書の利用 を

進めた。

　図書館員の住民に対する姿勢について,椋 は

下記のように述べている。

　　図書館 はそれを利用する住民のものであ り

　　館員がいささかも与えてやる,貸 してやる

　　 という,驕 りの姿勢があってはいけない濁

　また,椋 は図書館員はそれぞれの住民に合 っ

たサービスを行 うよう下記のように述べている。

　　それぞれ異なった個性を持った地域に,た

　　だ表面を撫で回すようなサービスでな く,

　　地域住民の血液の中にまで流れ込んでい く

　　 ような,生 き生きとした図書館サービスを

　　 なし得る注6)

　公共図書館 は戦後 「図書館法」(1950年)の

制定で図書館運営が大 きく変化 し,今 までの資

料保存の図書館か ら地域住民の生活に密着 した

住民本位の図書館活動(館 外サービス)注7)に取

り組むことになる。 しかし,椋 はこの 「図書館

法」が制定される前に,す でにこのサービスに

着 目していたことになる。注8)またこのことは知

事の期待を具現化 したともいえるのである。

　椋の県民への具体的なサービス構想を彼は以

下のように述べている。

　　私が図書館長になったころは,ま だ市町村
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　　の合併前であって,鹿 児島県下には120以

　　上の市町村があった。けれど図書館は県立

　　もいれて四つ しかなかった。公民館でも,

　　本をそなえている所 は,一 か所 もなかった。

　　これでは,県 立図書館がひとりで,一 台や

　　二台のブック ・モビルを回したところで,

　　線香で風呂をたくようなものだ。た とえま

　　た五十台六十台持ったところで,十 分なこ

　　とはできない。それ よりも県立が音頭 を

　　とって村々町々に,図 書館や公民館の図書

　　部をつ くることが,根 本的な問題であると

　　考えた。県民が手近かなところで読書に親

　　しめるためには,な んといっても市町村立

　　の図書館が大きく育つことであ り,そ れぞ

　　れの地域に応 じたきめ細かい血の通 った

　　サービスを行う。湘

　このことから,椋 の考えた図書館 と住民 との

関係を図にすると下図のようになる。

個 人

市町村立図書館 ・公民館等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図1

　つ まり県立図・書館より更に身近なところに市

町村立図書館や公民館の図書部を作ることを考

えたのである。(図1)当 時県立図書館サービ

スの考え方は図2の ように各地域の住民に県立

図書館か ら直接サービスを受けさせることで

あった。

個 人

鹿児島県立

　図書館
図2

　この方法だと図書館のサービスを受ける人は

図書館の近 くの居住者か,図 書館の存在を知っ

ている限られた人の利用になる。そこで椋は鹿

児島県全域に無理なく本を配本する方法 として

図3の ように考えた。

個 人

市町村立図書館 ・公民館等

貸出文庫

鹿児島県立

　図書館

個 人

図3

　　県立図書館 は第二線 図書館,つ ま り間接

　　サービス機関であるとの認識を基に,県 立

　　から第一線図書館たる市町村立図書館に蔵

　　書の塊 を送 り(貸 出文庫)こ こで市町村立

　　の蔵書とあわせて住民にサービスする注10}

と椋が述べているとお りである。このような図

書館構想 を考え,県 立図書館 と市町村の各関係

機関などの異なる行政とのネッ トワークを図ろ

うとした。

　椋の図書館サービスは,県 や市町村の区別な

く,市 町村の行政の枠組みを越 えて構想された

のである。当時 としては,下 部の行政 との結合

は新 しい発想であった。

(2)貸 出文庫出張所

　椋は,上 記のように市町村立図書館に蔵書の

塊(貸 出文庫)を 送るサービスを考えたが市町

村立図書館や公民館 などの図書部の数が少 な

かったので,当 面の措置として1948(昭 和23)

年あらたに貸出文庫出張所を設置 した♂1')(図5)

　県立図書館報 「南の窓」第5号 によると貸出

文庫の蔵書構成は,住 民の要求 をいれ,地 域性

を考慮 している。外国文学(14%)日 本文学

(28%)児 童書(20%)社 会科学(10%)哲 学,

歴史,自 然科学,生 活,(各4%)な どである。

貸出文庫の冊数は50冊 単位で1つ の貸出文庫出

張所 に200冊 ～500冊 を配本 し,交 換 される図書
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の1割 ～3割 は新刊書 をもって編成されていた。

鹿 見 鳥県 立 図 書 館

貸 出 女 庫 竃 本 地 図

　離島,僻 地といえども図書が購入されてから

1ヶ 月以内にはその地の読者に本が届 くように

し,地 方の隅々まで配本 しようとしたのである。

1960年12月1日 現在の貸出文庫配本地図(図4)

でその詳細がわかる。各地区ごとに配本コース

が設けられ,そ の他を託送で補ってお り,椋 の

進めた配本システムの緻密さが窺える。

　貸出文庫は 「蔵書の塊」 を配本するだけでは

なく,直 接住民に対する図書館奉仕 を考え,講

演会や音楽会 を開催するなどの活動 を行った。

椋が考えた図書館サービスは,貸 出文庫活動 を

細か く行 うことで県民が活字文化だけでなく

種々の文化に接する機会を増や したといえる。

図4

鹿児島県立図書館貸出文庫配本地図

個 人

市町村立図書館 ・

　　公民館等

貸出文庫

個 人

貸出文庫

出張所

個 人

鹿児島県立

　図書館

貸出文庫

図5

(3)農 業文庫

　椋は 「貸出文庫出張所」 を設置することで,

図書館の利用の拡大を計った。この 「貸出文庫」

を農村部にまで広めようとして1952(昭 和27)

年に 「農業文庫」 を始めた。注12)「農業文庫」は

貸出文庫の一種で,農 村部を対象にすることを

強調する意図で,貸 出文庫の名を使わずあえて

「農業文庫」を使ったと思われる。

　農業文庫は,読 書によって農業の新 しい知識

や技術 を導入 し,農 村を蘇 らせようとするもの

で,農 村部の青年を中心にこの文庫は活用 され

ていたのである。その実態 は,鹿 児島県立図書

館報 「南の窓」No.　9に よると下記のようである。

　　県の農政部 ・林政部 ・県中央農協 ・県教委

　　産業教育課などと共同経営のかたちをとり,

　　各課か ら委員を出して農業文庫推進委員会

　　 をつ くり,図 書の選定からグループ運営の

　　研究をしたのです。 この方法によって農業

　　図書を使 う人たちの組織作 りがしやす くな

　　 り,農 業に関する専門的な本 も集め られ利

　　用 されるようになったのです。注13)

　 このことから 「農業文庫」 は県の農政部や農

協などの関係各課との共同経営のかたちで図書

の選定を行い,グ ループ運営の研究がされてい

たのである。

　農業文庫は 「生活支援型」の性格を持ち,直

接農作業を行 うのに役に立つ本を中心 に置いて

いた。蔵書構成は農業経営 ・畜産 ・酪農 ・農薬
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農機具 ・農業技術な どの各面 より600冊 の新刊

書 を選択 し30冊 を一組 として20組 を編成 して各

地研究青年団,農 業研究団体,公 民館等に配本

した。温(図6参 照)

個 人

個 人

個 人

　これ ら 「貸出文庫」「農業文庫」の取 り組みが,

後に述べ る椋の 「母 と子の二十分問読書」の構

想にも影響 していると考えられる。つまり,配

本するだけではな く,対 象 となる読者の生活そ

の ものを支援するとい う視点があった。「母 と

子の二十分間読書」の取 り組みはそれらを下敷

きにしているといえる。

農業研究

団体等

市町村立図書館・公民館等

個 人

貸出文庫

農業文庫

鹿児島県立

　図書館

貸出文庫

出張所

貸出文庫

図6

　椋はこの農業文庫 も貸出文庫 と同様に蔵書の

塊 を送るだけではな く,農 業に関する研究会や

学習会を開催 している。そのことについて椋は

下記のように述べている。

　　彼は県の農政部 と農協の協力 を得て県下に

　　五百 もの 「農業研究サークル」 を作 り,農

　　村青年のための 《農業文庫》 を設けた。そ

　　 して月二,三 回,そ の道の専門家を交えて

　　の学習会 を催 した りして,農 村の文化向上

　　 と技術水準向上のために図書館がどう取 り

　　組むべ き……i1151

　菅沼利光はこの 「農業文庫」について

　　 この文庫の目的は,農 業研究団体の要求が

　　あれば貸 し出す という,農 民の積極的な意

　　欲を期待 し,「実生活に適 した」本の構成

　　であ り,「農業文庫」を読み研究すること

　　で,農 民の生活向上を期待 した 「文庫」で

　　あったことがうかがわれる注'61

と指摘 している。しか し 「農業文庫」 は図書館

主導型の読書活動支援のみならず,幅 広い文化

活動 も行われた。

2.「 母と子の二十分間読書」の発想

①農業文庫の失敗

　 日頃から本を読む習慣の少ない農村部の人々

にとって本を読むことは努力の必要なことであ

り,農 業に直接必要 な方法が書いてあ る本 で

あっても読むという行為につながらなかった。i1:17)

行政により読書環境は整えられたが,利 用する

住民の主体的読書意欲が希薄であったと考えら

れる。

　そこで椋は,次 のような教師たちの出会いか

ら読書教育 という視点での読書活動の重要性を

認識 し取 り組みを展開していくのであった。

②吉田小学校の読書

　椋は,読 書意欲のあ り方を考えていた時,以

下の取 り組みを知った。

　　ある山の中の学校へ行ったとき,読 書習慣

　　がほとんどなかった子 どもたちを大の本好

　　 きにし,母 親の読書意欲まで高めた教師の

　　話を聞いた。その教師が転任 してきて二年

　　 目ぐらいから,学 校中に読書の火が燃え出

　　 して きた。定期的に,子 もたちに本を読ん

　　でやったり,母 親を集めて読書の話をした

　　 り,子 ども向けの本 を読みあって,読 後の

　　話し合いをするうようになったのが原因で

　　あった。年 に何回かは,子 どもたちの読み

　　たい本の希望を聞いて町へまとめ買いに出

　　かけた。子 どもたちは,図 書館 になかった

　　 り,あ っても手元において何度も読んでみ

　　たい本を先生に依頼するようになった。注'8)

　 この読書活動 を取 り組 んだのは吉田小学校

(鹿児島県姶良郡吉田町)の 柿内教師である。

　上記の活動の特徴は以下の3点 にまとめるこ

とができる。

　 1.先 生が子 どもたちに本を読む。
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　　子 どもたちに定期的にさまざまな本を読む

　　 ことで,子 どもに本へ の興味を持たせるこ

　　 とができる。

　 2.先 生が母親を集めて読書の話をする。

　　子 どもの本を実際読んで読後の話 し合いを

　　することで,母 親が本への興味を持つこと

　　 になり,母 親の読書意欲を高める。

　 3.子 どもの希望する本を買 う。

　　子どもが手元において何度でも読みたい と

　　思う本を購入する。

　椋 は,こ うした具体的な活動から,子 どもた

ちの主体的な読書意欲 を育てることを学んだと

思われる。その後,流 水小学校校長か ら流水小

学校の読書指導の実践 を聞く機会を得,椋 は読

書活動を具体化 してい くのである。

③流水小学校の読書指導

　 1958(昭 和33)年4月,流 水小学校(鹿 児島

県薩摩郡宮之城町)に 堀 内徹校長が着任 した。

流水小学校は,湯 田温泉の温泉町の中ほどに位

置 してお り,当 時の児童数は250人 ほどで,全

世帯数の半分が農家,残 りの半分が勤め人 と商

人 という構成であった。

　堀内校長が流水小学校 の子 どもたちの 「家庭

における読書指導はどうすればよいか」 とい う

問題 を取 り上げた経緯は以下のようである。

　 「口の重い,引 っ込み思案の子どもたちを何

　 とか して心 を開いて,自 由に話し合える子 ど

　 もにかえることはできないだろ うか」「純朴

　だが,消 極的で,自 ら口を開 くことをしない

　 こどもたちが多い」「テレビが珍 しい時代で,

　校 区内の温泉旅館に見に行 く子が多 い」「マ

　 ンガを子 ども同士が交換 し合って,月 に百冊

　 くらい読んでいた」一方,家 庭の状況は農家

　が地区の大半を占める農村地区であ り,親 た

　ちは野良仕事に忙 しく帰宅時間も遅い,親 子

　の対話に乏 しかった。注19)

この状態を変えてい くのに有効な方法 として

「読書」がよいと考えて堀 内校長 は以下のよう

な実践を1958(昭 和33)年 頃か らはじめた。

　 1.校 長室に本 を置いて,は じめは掃除に来

　　て くれる子に 「お母さんに読んであげたら」

　　 と持たせて帰 らせていた。

　 2.「 校長室に本がおいてあって,校 長先生が

　　貸 して くれる」 と掃除当番以外の子 どもが

　　来て本を自宅に持って帰る子 どもが増えた。

　 3.(本 を借 りる)人 数が増えてきたので,担

　　任の先生にもお願い して,な るべ く手間の

　　省ける方法で,貸 出の事務 をとって貰った。

　　「読書カー ド」 を子 どもに書かせてそれを

　　貸 し出 しカー ドとして提出していた。

　 4.「 子 どもが,本 を,学 校か ら借 りて帰 りお

　　母 さんに読んであげるから聞いてほしい」

　　 という趣旨が,校 区のお母さん方に理解さ

　　れてきた(昭 和34年 ごろ)注2°)

　この方法で,学 校の中での読書指導ではなく

家庭での読書を薦めていったのである。

　吉田小学校では先生が子 どもに何度 も本を読

むという方法をとったが,流 水小学校では家庭

で子 どもが母に本 を読むように指導 をしたこと

になる。

　椋 も 「農業文庫」活動で配本システムを充実

させた り農村の読者が集まって活動できる場を

提供 したにも関わらず,本 を読む という基本が

浸透 しないことに悩 んでいた時期であった。そ

んな折 これ ら2校 の実践を知 り,主 体的に読書

に取 り組む読者を育てる実験的実践 を試みよう

としたのではないかと考える。

　椋が吉田小学校の取 り組みの中で 「定期的に

子 どもたちに本 を読む」 ということで,読 書を

継続 させることが実践の要 と考えたと思われる。

さらに流水小学校の取 り組みの中では 「子 ども

が母に読んであげる」 という方法から 「母親に

も聞かせ,子 ども自身 も内容を味わう」という

音読の効果を評価 したと思われる。

　 また両校 とも母親の読書意欲を高めることが

子 どもの読書意欲にも影響 を与えると考えてい

た。

　 これ らのことを総合 して,椋 は 「母と子の二

十分間読書」 という活動方法,毎 日子どもが教

科書以外の本 を20分程度の音読を行ない母が聞

くという形の読書を考案 したのである。

④ 「母 と子の二十分間読書」の流水小学校での

　実験的取 り組み

　堀内校長は従来の読書指導の実践の延長 とし
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て,椋 の提案する 「母 と子の二十分間読書」 に

取 り組 んでいく。これを長続きさせるために事

前の説明会を入念に行い,婦 人学級 をとおして

その趣 旨と要領が伝えられ,各 家庭 で実施 され

た。

　 この取 り組みを行 う時の椋の考えたねらいは

以下のようである。

　 まず,子 どもが音読 をすることである。子が

音読することで母は聞くだけで,知 識を得た り,

物語 を味わった りすることができる。 また読ん

でもらう心地よさを味わえる。親子で同じ本を

読むことで共通の話題ができる,同 じところで

感動する,感 性を共有することがで きるのであ

る。

　次に,子 どもが本を読んでいる時は子 どもと

二人だけの時間を過 ごすことがで きるのである。

そのことで子 どもの学習に関わることができ,

子 どもの本を読む意欲 を継続 させることになる

のである。

⑤ 「母 と子の二十分間読書」の成果

　椋の提唱 した 「母 と子の二十分間読書」を取

り組んだ堀内校長は,そ の成果を次のように述

べている。

　　子 どもの読書力が伸びたことはいうまでも

　　 ないが,副 次的な面でも思いがけない収穫

　　があって驚いています。まず,親 と子 ども

　　が じっくりいくようになったこと。これは

　　読書を通 じて,親 と子が共通の話題を持つ

　　 ようになったからでしょう。 また,こ んな

　　 ことで,子 どもの勉強の手伝いがで きるの

　　 だった らと,親 に子 どもの学習 をみてやる

　　 自信ができたことも見逃せない収穫です。

　　子 どもたちがマンガから遠のいたこともた

　　 しかで,近 所の貸本屋 さんが渋 い顔をして

　　 います。問題のテレビジプシーもずっと数

　　 が少なくな りました。注21)

　 このことから以下のようなことが考えられる。

　 まず,読 書力が伸びたと評価 している点であ

る。 これは,椋 が当初期待 したであろう自主的

な読書意欲の向上に結びついたと考えてよいだ

ろう。マ ンガか ら遠ざかった りテレビジプシー

という現象 も減少 したということか らも伺 える。

また,副 次的とは延べているが,読 書を通じて

親子の関係が密になったということも,家 庭に

おける読書環境が改善されたことを意味してい

る。

　以上の指導側の評価 と共に,下 記のように新

聞等で社会的にもこの実践が積極的に評価 され

ていることが分かる。

　　……いまでは校 区の3割 ぐらい約100戸 の

　　家庭でこの運動を実行 しており調査のカー

　　 ドによると一ヶ月に少ない家庭で3回,多

　　いところで14,5回 貸出を受けている。マ

　　 ンガも友達 と交換 しなが ら月百冊 ぐらい読

　　んでいたのが 「もとはマンガが大好きだっ

　　た子 どもが,よ い本が手に入るようになっ

　　てから楽 しみがこっちにうつった感 じ。い

　　まではマンガ本は読みません」(新 聞記事

　　 より一利用者の一人坂之上さんの感想)注22)

　この指導が続けられていくうちに,マ ンガば

か り読んでいた子 どもたちが,自 ら進んで,い

ろいろの本を読む ようにな り,「マンガ本が売

れなくなった」 と町の本屋がボヤいていたほど

だったのである。注2°)

　1960年 代後半から1970年 代の児童文化環境の

中で,マ ンガ ・テレビに対する懸念が表出して

お り。以降 「母 と子の二十分問読書」が運動 と

して展開 していく背景には,新 しいメディアや

社会環境の変化 を受け入れざるを得ない状況 と

も関わってくると思われる。

⑥学校図書館における貸出文庫の利用

　流水小学校の 「母と子の二十分間読書」の指

導に流水小学校図書室の本を利用 していたが,

指導が始まると貸し出す本が不足 してくる。そ

こで県立図書館 の貸出文庫 を利用す ることに

なったのである。

　椋が当初から小学校に貸出文庫を結び付けよ

うとしていたかどうかは不明である。

　 しか し,配 本システムが住民本位のシステム

として機能してい くためには住民 自らが 「本」

を必要としなければ成立 しないのである。「農

業文庫」活動の失敗か ら,椋 が 「母 と子の二十

分間読書」 を思い立ちこの実験は成功 したとい

える。

　 ・・



発 達 教 育 学 部 紀 要

　椋は,1930(昭 和5)年5月 に鹿児島県熊毛

郡中種子高等小学校の代用教員 とな り同年9月

に加治木町立加治木高等女学校の国語の教師と

なり,図 書館長 になるまで奉職 していたのであ

る。椋は 「読む,聞 く,見 るは,人 間の心をつ

くる三大要素である」注23)と述べているように児

童文学者として創作活動を続けている椋にとっ

て,子 どもに読書体験を十二分にさせ ることに

より,成 人 した時にも日常生活に読書は定着す

ると理解 していたと思われる。

　一方,小 学校におけるこの運動は,小 学校の

本が不足するほど軌道に乗って くることより,

県立図書館の貸出文庫を利用せざるを得なくな

るのである。つ まり読書意欲が配本 システムを

動かすことになるのである。最初か ら学校に貸

出文庫 を利用させ るシステムを作ったのではな

く,読 書運動が結果としてシステムをつ くって

いったといえる。(図7)

個 人

市町村立図書館 ・公民館等

農業研究団体 ・研究青年団

貸出文庫出張所 ・流水小学校

　椋は1948(昭 和23)年 頃か ら図書館サービス

の概念もないなかで資料保存型から住民サービ

スに取 り組むという先駆的な役割を果た したの

である。まとまった本を貸出文庫 と称し,行 政

枠を越 えて,市 町村の図書館 ・公民館等に貸出

してい く。当時の常識では考えにくいこのダイ

ナ ミックな展開は県知事の要請 も然る事なが ら

椋の性格によるところも大 きい と思われるi1241　0

　そして網の目のように張 り巡 らされた配本シ

ステムが,椋 の思うように機能 しなかった要因

は,県 民の本に対する要求のなさであった。本

を必要 とする県民がいない限 りシステムは存在

しても,本 は動かないのである。

　そこで椋が考えたことは対象を子 どもとし,

教育 と結びつ くことであった。小学校の教師の

経験があ り,児 童文学作家であった椋にとって

自然の成 り行 きであった。「母 と子の二十分間

読書」の指導は流水小学校で実験的に実践され

成功 した。その結果配本システムの一つに学校

の図書館 も関わってい くことになるのである。

　 「母 と子の二十分間読書」運動が教師中心に

展開されるのは,図 書館行政 と教育行政が結合

した ところで生まれたことに起因 している。読

書運動が県民 ・住民の意志で生まれたのではな

く,行 政からの読書教育運動 とも言える出発で

あった。

個 人

貸出文庫　農業文庫

鹿児島県立

　図書餌
図7

結　び

　 「母 と子の二十分間読書」運動の出発は,椋

鳩十が鹿児島県立図書館の中で配本システムを

作 り上げるなかで始 まったことが明 らかになっ

た。

注 記

注1)『 子 どもの本 と読 書運動 』 日本子 どもの本の

　 　 研 究 会編 　 童心 社(1971)「 読書 運 動 の輪 を

　 　 広 げ よう」代 田昇p.31『 親 子読 書運 動　 そ の

　 　 理念 とあ ゆみ』清 水達 郎 著　 国土 者(1987)

　 　 P.78

注2)「 椋鳩 十読 書運 動の研 究 」菅 沼利 光(1994)

注3)福 永 義 臣:九 州 国際大学 教 員　 日本 図書館

　 　 協会 図書 館学 教 育部 会会 員

注4)『 椋鳩 十の 世界 』(1982)た か しよいち著

　 　 理論 社p.15.『 村 々に読書 の灯 を』(1997)椋

　 　 鳩 十著 　 本村 寿年 編　 理 論社p.170「 作 家 椋

　 　 鳩十 と して広 く知 られて い たが,図 書館 人 と

　 　 して は 新 人 で あ っ た に もか か わ らず,着 任

　 　 早 々か ら数 々の 図書館 活動 を実 践 した」

注5)注4)同 著p.10昭 和26年 第一 回図書 館専 門

　 　 職員 養成 講習 の 「対外 活動 」 とい う講義 の要

　 　 旨 であ った。

注6)『 村 々に読 書 の灯 を』椋 鳩十 図書館 論(1997)
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　　椋鳩十著　本村寿年編　理論社p.92「 鹿児島

　　県立図書館の館外活動のあり方」図書館雑誌
　　57-　9　(1963.9)

注7)図 書館法第3条 図書館奉仕 「図書館は,図

　　書館奉仕のため,土 地の事情及び一般公衆の
　　希望にそい,更 に学校教育を援助し得るよう

　　に留意し,お おむね左の各号に掲げる事項の
　　実施に努めなければならない。

　　四.他 の図書館,国 立国会図書館,地 方公共

　　　団体の議会に附置する図書室及び学校に附
　　　属する図書館又は図書室と緊密に連絡し,

　　　協力 し,図 書館資料の相互貸借を行うこと。

　　五.分 館,閲 覧所,配 本所などを設置し,及
　　　び自動車文庫,貸 出文庫の巡回を行うこと。
注8)注6)同 著p.179「 昭和26年 度　概要報告

　　 (昭和23年～26年)」1951年3月 鹿児島県立図

　　書館協議会議事録
注9)注4)同 著p.21-22「 楽 しかった図書館時

　　代」日本経済新聞昭和41年4月19日

注10)「 月刊子どもの本棚」臨時増刊第51号 「椋

　　鳩十と親子読書運動」座談会p。57榎園の発言
注11)鹿 児島県立図書館報 「南の窓」第五号(1954)

　　「貸出文庫運営の実際」
注12)鹿 児島県立図書館報 「南の窓」No.13(1958)

　　「農業文庫をこんな風に」より毎年特別予算50

　　万を図書購入費にまわして県の産業と図書館
　　の結びつきについて,大 いに力を入れている

注13)鹿 児 島県立 図書 館報 「南 の 窓」No.9

注14)「 鹿 児 島県立 図書 館 史」p.100鹿 児 島県立 図

　　 書館 要 覧(1952。9)

注15)注4)同 著p.24

注16)注2)同 著p.89

注17)注14)同 著p.90「 しか し,こ う した農 業文

　　 庫 も思 った ように は読 書 の底辺 を広 げ る こと

　　 はで きなか っ た」

注18)『 椋鳩 十 の本 第二十 五巻 読書 論』(1983)理

　　 論社p.123-124

注19)「 母 と子 の20分 間読 書 」運 動 の軌 跡一 その

　　 出発点 ・流水 小 学校一 福永 義 臣(1995)図 書

　　 館 学No.69p.32左p.33右

注20)『 紀要 』椋 鳩 十　 人 と文 学 　第3号(1983)

　　 椋 鳩十 文学記 念館p.77-82「 母 と子 の二十 分

　　 読 書」堀 内徹

注21)注14)同 著p.121昭 和35年1月16日 県立 図

　　 書 館 主催 の研究 会 で発 表

注22)朝 日新 聞(日 付 不 詳)

注23)『 椋鳩 十 の本 第二 十七 巻本 のすす め』(1989)

　　 理 論社p.126

注24)注4)同 著p.21「 な ま じ図書館 学 をお さめ

　　 た専 門家 で なか った こ とが,自 由に 図書 館 の

　　 問題 を考 え,住 民奉 仕 につ いて柔 軟 な姿 勢 を

　　 とる ことがで きた とい うの であ る」

図4)立 体 的読 書活 動一 鹿 児島県 読書 活動 調査 報

　　 告 一 日本 図書館 協会(1962)
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